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請願理由 

 耐えがたい猛暑が続き、電気代の高騰が家計を苦しめ、ガソリンの値上がりも深刻です。 

世界では 104の国と地域が日本の消費税に当たる付加価値税の減税に踏み出しています。

スペインは食料品の税率をゼロ％に引き下げ、ベトナムは４月に消費税減税を決めて７月

に実施しました。消費税の減税は迅速に恩恵が広がる政策です。日本でできないはずはあ

りません。 

しかし、政府は消費税の減税を拒否し、インボイス制度という新たな増税策を 10 月か

ら実施しようとしています。 

インボイス制度が実施されれば、小規模な事業者やフリーランスの税負担や事務負担が

激増します。事業者の負担増が価格に転嫁されれば、消費者の負担増になります。インボ

イス制度による消費税の増税額は１兆円を超えると試算されています。実質賃金が減り続

け、物価高が続くときに１兆円もの消費税増税をもたらすインボイス導入は認められませ

ん。10月に実施すべきはインボイス制度ではなく、消費税の減税です。 

また政府は、軍事費倍増のために、軍拡財源確保法を成立させ、所得税や法人税、たば

こ税の増税を決めました。また７月に閣議決定した「骨太の方針」では退職金課税の見直

しや税額控除の縮小が盛り込まれています。このままでは税負担に押しつぶされてしまい

ます。国民の血税で戦争準備のための兵器購入や自衛隊基地の強靭化が進められています

が、軍事対軍事で平和はつくれません。戦争させない外交こそ強めるべきです。 

消費税を引き下げるための財源は不公平な税制を正すことで確保することができます。 

大企業や富裕層を優遇する税制を改めて、憲法に基づく能力に応じて負担する税制にする

べきです。税の専門家からは不公平な税制を是正すれば、51兆円を超える財源確保ができ

るとの試算が公表されています。この財源を活用すれば、消費税の減税、廃止に道を開く

ことができます。 

税金の集め方、使い方を決めるのは国民です。消費税に頼らない税制を目指すことや、

軍事費ではなく暮らしに予算を回すことを求めます。そして、消費税ではなく、大企業や

富裕層への応分の負担で子育てや教育、社会保障を充実させるよう政府に求めます。 

よって、以下のことを国に要望するよう求めます。 

 

請願事項 

１ 消費税率を５％に引き下げること。 

２ インボイス制度導入を中止すること。 


